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Abstract
This paper considers again the problem of market disequilibrium, how money 
works in real economies, and what they imply as to the working and performance of 
an economy, as an extension of the preceding three papers, Yamada （2013, 2014, 
2015）. Speciﬁ cally, the paper reconsiders disequilibrium of and its implication to the 
performances in an economy, roles and working of money in the economy, and how 
transactions or buying and selling in disequilibrium and use of money in transactions 
aﬀ ect the working and performances of the economy, in a wider range and higher 
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,  t    0, …Ti-1
 （1）
ただし記号の意味は次のようである。つまり；ui は消費者 i の効用関数，cit
は消費者 i の t 期における（消耗的）消費財の消費（量）で労働供給等は負
の値で表されるとする，kit は t 期の耐久的消費財の保有量で，それから一定
のサービス・効用が得られると想定する，Iit は t 期の耐久的消費財の購入量，







0,  t    0, …Th
,        t    0, …Th-1
 （2）
これらの記号の意味は次のようである；πht は企業 h の t 期の利潤，yht は企
業 h の t 期の財生産量，zht は同企業の t 期の（消耗的）投入財の投入量，Iht
は t 期の投資量で投資は全額即時償却されると想定している（資本について
減耗を考慮していない），kht は t 期の資本の保有量でそれから一定の生産用
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IS のみを考えたものであるから，以下 IS モデルと呼ぶ）。つまり，Keynes












在 IS-LM モデルあるいは IS-LM 理論として広く知られるものである。
さて投資（需要）の決定において，Keynes が言う投資の限界効率との関
係で貨幣（より一般には（金融）資産）の収益率が大きな関係を持ち，した
















3）マクロ経済の決定と均衡・不均衡　第 2 節第 1 項で Keynes が IS モデ




























て見ると，2015 年 9 月 30 日に終了した 6 ヶ月間の総売上高は 14 兆 915 億




27 年 3 月 31 日に終了の 1 年間の総売上高が 7 兆 6695 億円，同期の販売費






























































































































































2）マクロ理論　マクロ理論については，Keynes の IS モデルの提起が失
業問題の考察・解明を目的としたものとすると，それは元々政策と強く関連・














4 ） 以下の公式的表現は Ljungqvist and Sargent （2000）等を参照している。
5 ） 上記の消費者および生産者行動の公式的表現は期間モデルのそれに従ってい
る。ただし，このような表記・表現方法に従う場合，以前の稿で触れた “ 間歇的 ”
消費行動がどのように表現されるか明確でなく，このため上記でもそれは捨象
されている。
6 ） Keynes, 第 2 章を参照。
7 ） Keynes, p.30 を参照。
8 ） Keynes, 第 11，第 14 章等を参照。
9 ） Keynes, 第 18 章等を参照。
10） トヨタ自動車（株） （2016）。また，同期の売上原価は 10 兆 5188 億円である。
11） 三菱商事（株） （2016）。また，同期の売上原価は 6 兆 4596 億円である。
12） 原（2009）, p.27 等も参照。
13） Keynes, 第 15 章等を参照。
14） 猪木（2012）等も参照。
15） J.Tobin（1968）等も貨幣を含む資産市場のとらえ方を示唆するものとされる。
16） Bernanke and Reinhart （2004）等を参照。
17） 猪木，第 3 章を参照。
18） 最適貨幣量の議論は M.Friedman（1969）に始まり，多数の議論が存在する。
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